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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，日本理学療法機器

工業会（JIPT）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工業規格を改正

すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，厚生労働大臣及び経済産業大臣が改正した日

本工業規格である。 

これによって，JIS T 0601-2-3:2005 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。厚生労働大臣，経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の

特許出願及び実用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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序文 

この規格は，2012 年に第 3 版として発行された IEC 60601-2-3 を基に，技術的内容及び構成を変更する

ことなく作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある参考事項は，対応国際規格にはない事項である。 

この規格は，通則規格である JIS T 0601-1:2014（以下，通則という。）及び副通則規格（以下，副通則と

いう。）と併読する規格である。 

この規格でアスタリスク（*）印の付いた箇所について，その規定根拠を附属書 AA に記載する。また，

本文中の太字で示した用語は，通則，関連する副通則及び 201.3 で定義している用語である。本文中の“置

換え”，“追加”及び“修正”の意味は，201.1.4 を参照する。 

 

201.1 適用範囲，目的及び関連規格 

次を除き，通則の箇条 1 を適用する。 

201.1.1 適用範囲 

この規格は，201.3.206 で定義する，超短波療法機器（以下，ME 機器ともいう。）の基礎安全及び基本

性能に関する要求事項について規定する。 

注記 1 対応国際規格の short-wave は，工学的分類での日本語訳では短波である。しかし，理学療法

機器の分野では，国内で認知されている名称を継承し，ここで表現を変えることは混乱を招

くおそれがあるので，従来からの超短波とした。 

201.3.202 で定義する低出力機器は，この規格の幾つかの要求事項が免除される。 

注記 2 平成 30 年 3 月 31 日まで JIS T 0601-2-3:2005 を適用することができる。 

注記 3 この個別規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 

IEC 60601-2-3:2012，Medical electrical equipment－Part 2-3: Particular requirements for the basic 

safety and essential performance of short-wave therapy equipment（IDT） 

なお，対応の程度を表す記号“IDT”は，ISO/IEC Guide 21-1 に基づき，“一致している”

ことを示す。 

201.1.2 目的 

置換え 

この個別規格の目的は，201.3.206 に定義した超短波療法機器に関する個別の基礎安全及び基本性能につ

いての要求事項を確立することである。 


